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Improvement of spheroidizing annealing in low and medium carbon steels

Hitoshi GOTO Takeshi SUZUKI Toshiro MATSUKI Hitoshi OGAWA Kazumi SAITO
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Effect of graphite grain number and cooling rate on ferrite formation of matrix of spheroidal graphite cast 

iron

Toshiro MATSUKI Hitoshi GOTO Hiroshi SAITO

Wataru IGARASHI Shunsuke TAKAHASHI
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Development of Functional Mold Using Porous Carbide 

 

Naoichiro KANEZAWA Masahiro KONO Tsunehisa SUZUKI Yoshikazu OTSUKA 
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CFRP

Development of metal bonded grinding wheel with open pore for processing CFRP 

Takayuki SAKURAI Yugo SASAKI Takamichi IZUNOME Jun-ichi MURAOKA
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Establishment of Robot Hand Evaluation Method and Study of SIer Support Technology by Using Simulator
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3D-MEMS
 

 

 

Development of 3D-MEMS processing and ultra-fine transfer technology 
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Development of novel food products utilizing the characteristics of sake lees produced in Yamagata P 
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Development of Stainless Steel Ball Valve by Design Thinking
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Quantitative investigation of the texture on the examination of sensory evaluation and compression test of
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CFRP

Grinding of CFRP using electroplated diamond tools having chip pockets

Jun-ichi MURAOKA Takayuki SAKURAI Yugo SASAKI
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Evaluation of surface texture on porous cemented carbide using the material ratio curve

Kiyoshi EBATA Naoichiro KANEZAWA Takahiro SATO Yoshikazu OTSUKA
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Acquisition of analysis methods for fatigue and vulnerability breaking surfaces by the Fractography 

 

Kazuyuki KUMAKURA Yoshiyuki HURUYA  
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Development of molding technology for lightweight, high-strength plastic composite parts

Kiichi GOTO
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Training about New Dissolution Process of Platinum via Double Oxides 

 

Shunsuke TAKAHASHI Ryo KASUYA  
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Development of fused deposition modeling metal 3D printing material  

 

Takamichi IZUNOME 
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Development of a method for determining the solubility of sake rice using an image processing system  

 

Shinpei KUDO     Yuta HASEGAWA     Shinsuke NAKAMURA  

Hideaki TAKANO    Yoshiyuki TAKAHASHI*  

 

1  

8

1,2)

 

DSC Differential 

Scanning Calorimeter

3)

DSC

 

4)

DSC

 

2  

2.1  

48

1 1 1.7%KOH

1ml

CCD Charge 

Coupled Device

1  

30 30 15

 

 

1  

 

2.2  

2.1

 

2.2.1  

70%

  

PC

 KOH  

 

 
 

 
 



LTI-

601ED-N

25℃ 30℃ 40℃ 3

2.2.2

50%

8 25℃

m4

2.2.3

NF-

26 90% 80%

70% 60% 50% 25℃

2.3 DSC

70%

24 2

25℃ 3

DSC

3

3.1

1

,

Brix

2

0

50%

3.2

3.2.1

3

50%

±2.13 -10.64 

2

0

1

2

3

4

5

6

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 500 1000 1500

, min

Brix 9.0

Brix 7.0

Ratio(Brix 7.0/9.0)

0

1

2

3

4

5

6

0

500

1000

1500

0 500 1000 1500

, min

Brix 9.0

Brix 7.0

Ratio(Brix 7.0/9.0)



No.53 2021

~ -14.89 ±2.66 -8.23 ~ -13.54

10℃ 25

10%

3.2.2

4 10%

8 11.5%

1.5%

3.2.3

5 90% 60%

50%

60%

3.3 DSC

6 9

3

4

5

0

100

200

300

400

500

600

700

1 5 8

10.0% 10.3% 10.8% 11.5%

,m
in

0

100

200

300

400

500

600

90% 80% 70% 60% 50%

,m
in

300

400

500

600

700

20 30 40

,m
in

, ℃

( )
( )
( )
( )
( )
( )

300

400

500

600

700

20 30 40

,m
in

, ℃

( )

( )

( )

( )

( )



 

 

 

2

7  

3

DSC

DSC

 

 

4 

1) 

 

2) 

 

3) 

 

4) 

70%  

5) DSC

 

6) DSC

 

 

 

DSC

 

 

1) 

99 591-596 2004 . 

2) 

100 650-657 2005 . 

3) 110 732-742

2015 . 

4) 110 812-819

2015 . 

y = 46.157x - 2671.4

R² = 0.93

400

450

500

550

600

650

700

750

66 68 70

,m
in

, ℃

6

y = 66.46x - 4028.5
R² = 0.84

400

450

500

550

600

650

700

750

66 68 70

,m
in

, ℃

y = 53.566x - 3079.7
R² = 0.86

400

450

500

550

600

650

700

750

66 68 70

,m
in

,℃

  

 

7 2  



3
 

 

 

 Development of new fruit processing and quality evaluation technology utilizing fluorescent 3D sensing  

 

Tetsuya SUGAWARA  Sachiko SHIRO  Toshihiro CHO  Masataka WAKAYAMA  
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Food Texture Control of cooked La France’ Pears  
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県産ぶどう由来野生酵母の特性について 

 

村岡義之  対馬里美 

 

Characterization and Isolation of Wild Yeasts from Grapes Cultivated in YAMAGATA pref 

 

Yoshiyuki MURAOKA  Satomi TSUSHIMA  

 

1 緒  言 

 山形県は山梨，長野に次ぐぶどう収穫量を誇

り，日本有数のワイン産地である。2021 年末に

は，国内のワイナリー数は 400 場を超えるとさ

れ，県内のワイナリー数も 18 場となり，今後も

県産ぶどうを使用したワイナリー新設は続くと

される。また，2019 年には EU との経済連携協

定（EPA）締結により，地理的表示の相互保護

や，ワイン醸造工程の相互承認などの動きがあ

ることから，海外産ワインとの競争はさらに激

しくなると思われる。 

 フランスブルゴーニュ地域などでは古くから，

ぶどうに付着した微生物群を積極的に利用して

おり，それがワインの香りと味わいに，地域独

自の個性を与えると考えられてきた。日本でも，

ワイン醸造に用いられるぶどうに付着した酵母

に関する研究 1)やワイン醸造に適した酵母選抜
2)は古くから実施されている。 

 このような背景の中，本研究では，山形県内

で栽培されたぶどうから分離した野生酵母の特

性について解析を行ったので報告する。 

 

2 実験方法 

2.1 県産ぶどうからの酵母分離 

 ぶどうのサンプリングは，村山・最上・庄内

地区で 2018 年と 2019 年に行った。分離源は収

穫時期が最も早い 8 月の無核デラウェアから，

最も遅い 11 月のヤマブドウまで，白ぶどう 4

品種（デラウェア，ソーヴィニヨンブラン，セ

ミヨン，シャルドネ）と赤ワインに適した黒ぶ

どう 5 品種（ピノ・ノワール，メルロー，カベ

ルネ・ソーヴィニヨン，マスカット・ベーリー

A，ヤマブドウ）とした。ぶどう栽培方法とし

て，棚仕立てについてはＸ字型整枝長梢剪定，

一文字整枝短梢剪定，改良スマートマイヨルガ

ーおよび改良ジェノバダブルカーテン，垣根栽

培については長梢剪定ギヨダブル整枝，短梢剪

定コルドン整枝である。 

2.2 ぶどう由来野生酵母の菌数と成分測定 

 ぶどうを無菌的にサンプリングし，滅菌した

ガラス容器内で果粒と果梗約 300g を丸ごと搾

汁し，リン酸緩衝生理食塩水にて適宜希釈した

後，クロラムフェニコールを 100ppm 加えたポ

テトデキストロース寒天培地（日水製薬製）に

接種し，ぶどうに付着した酵母数を計測した。

また，搾汁果汁については，pH（堀場アドバン

スドテクノ製 D-51），Brix 糖度（アタゴ製 PR-101）

を測定した。 

2.3 野生酵母の特性解析と酵母選抜試験 

 2.2 の手法にてポテトデキストロース寒天培

地に生育したコロニー集落の色と形状の異なる

菌をシャーレ 1 枚あたり 5 株ほど釣菌し，YM

液体培地にて培養，集菌し，凝集性と偽菌糸有

無を確認した。分離した酵母は，グリセロール

に懸濁させ，-80℃の超低温フリーザーにて凍結

保存したものをストック株とした。分離酵母に

ついては，顕微鏡観察及び高アルコール耐性（エ

タノール 10vol%）と低温（約 11℃）での生育

能について解析を行った。発酵特性が良好な株

については，サッカロマイセス選択培地（1% ラ

フィノース，0.67% Yeast Nitrogen Base，8% エ

タノール）による糖資化性能を確認した後に，

ID32C アピ（ビオメリュージャパン製）にて簡

易同定を実施した。その後，優良な株について

は，MALDI Biotyper®（ブルカージャパン製）

による菌種同定を行い，IR Biotyper®（ブルカ

ージャパン製）により系統解析を実施した。 

 

 

 

【平成 30～令和 2 年度 やまがたフードセンシング活用事業】 
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3 実験結果および考察 

3.1 ぶどう品種や栽培条件による野生酵母

菌数の違い 

 表 1 に 2018 年，表 2 に 2019 年にサンプリン

グした白と黒ぶどう品種について，それぞれ搾

汁直後の一般成分ならびに酵母数を計測した結

果を示す。その結果，ワイン専用品種であるシ

ャルドネとセミヨンは，収穫時期が遅くなるほ

ど酵母数が増加することが確認出来た。また，

ワイン醸造に用いられる主なぶどう品種には，

欧州系ぶどう品種，ヤマブドウ品種，北米品種

の 3 種があるが，果皮が厚い品種や，耐病原性

が強い品種ほど，酵母数が少ない傾向が見受け

られた。特に，生食用として無核化処理された

デラウェアでは，酵母数が少ない傾向にある。

さらに，同じ園地の同じ区画では，ぶどう品種

が異なっていてもコロニー形状が似た酵母が多 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く散見されていたが，成熟期が早いぶどうの品

種の方が酵母数は多くなっていた。 

また，カベルネ・ソーヴィニヨンについて，

同日に収穫し，酵母数を比較したところ，垣根

栽培の方が棚栽培より明らかに多く，垣根栽培

が棚栽培よりも成熟が早い傾向と一致した。ま

た，長梢剪定の方が短梢剪定よりもわずかであ

るが多く野生酵母が見受けられた。各ぶどう搾

汁液の Brix 糖度と pH を測定したところ，長梢

剪定の搾汁の方が短梢剪定より Brix 糖度も pH

も高い傾向が見受けられ，より完熟している傾

向にある。この結果から，ぶどうの成熟度と野

生酵母の数には相関関係があると思われる。ぶ

どうの酵母着生の程度は品種や産地によって異

なるとされていることから 1），ぶどうの栽培方

法が影響する可能性は高いと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栽培地

メルロー
ピノ・ノワール
シャルドネ
マスカット・ベーリーＡ
カベルネ・ソーヴィニヨン
カベルネ・ソーヴィニヨン
カベルネ・ソーヴィニヨン

16.0 

17.4

16.1

20.0

21.4

22.3

22.9

仕立て方法
糖度

[゜Brix]

5.0×102

9.0×103

2.3×104

1.3×106

1.2×105

2.4×105

7.8×105

3.26

3.30

3.32

3.64

3.66

3.47

3.57

pH品種名 サンプリング日
[cfu/mL]

酵母数

鶴岡市
鶴岡市
鶴岡市
朝日町
寒河江市
寒河江市
寒河江市

垣根長梢
垣根長梢
垣根長梢
棚X型
棚一文字
垣根短梢
垣根長梢

９月 ４日
９月 ４日
９月 ４日

１１月 ４日
１１月１４日
１１月１４日
１１月１４日

－
－
－
－
－
－
－

傘

 

栽培地

22.8

21.1 

16.7

19.0

15.7

14.4

18.5

18.7

15.6

19.7

19.4

仕立て方法
糖度

[゜Brix]

5.3×102

8.0×103

8.5×103

1.4×104

2.0×103

4.9×104

2.6×105

5.1×105

3.6×104

3.2×104

3.1×105

3.62

3.62

3.20

3.37

2.83

3.25

3.67

3.40

3.21

3.49

3.42

pH 傘品種名 サンプリング日
[cfu/mL]

酵母数

寒河江市
寒河江市
上山市
上山市
新庄市
新庄市
天童市
寒河江市
新庄市
寒河江市
寒河江市

棚Ｘ型
棚Ｘ型
棚一文字
棚スマート
棚カーテン
棚カーテン
垣根短梢
垣根長梢
棚カーテン
垣根長梢
垣根長梢

８月 ７日
９月２０日
８月２９日
８月２９日
９月２０日
９月２０日

１０月 １日
１０月 ４日
９月２０日
９月２０日

１０月 ４日

○
○
○
○
－
－
－
－
－
－
－

デラウェア（無核）
デラウェア（有核）
ソーヴィニヨン・ブラン
ピノ・ノワール
ヤマブドウ
シャルドネ
シャルドネ
シャルドネ
セミヨン
セミヨン（１２年生）
セミヨン（７年生）

A 

表 1 県内地域で栽培されたぶどうに付着した酵母数及び搾汁果汁成分 

（A: 2018 年サンプリング，B: 2019 年サンプリング） 

B 
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3.2 分離野生酵母の特性 

 図 1 に一週間自然発酵後の培地写真を示す。

搾汁直後には糸状菌が存在するが，酵母が製成

するアルコールにより糸状菌は淘汰され，真菌

はほぼ酵母に占められていた。今回，県内 6 カ

所，12 区画から野生酵母 216 株を分離し，170

株についてその特性を解析した。主な酵母の顕

微鏡写真を図 2 に示す。発酵初期のもろみから

得られた培地コロニーの生育度合いや酵母の形

状は多種多様であり，娘細胞と母細胞が連結し

た偽菌糸を持つ酵母や，酵母様真菌も多くみら

れた。分離した酵母については，ほぼ出芽酵母

であったが，その中でも分裂酵母が 2 か所の園

地から 10 株ほど確認された。また，分離した野

生酵母のうち，21 株が強いアルコール耐性を示

した。そのうち 14 株は低温での高い生育能を示

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 ぶどう由来優良酵母の選抜 

 海外の銘醸地に限らず，伝統的な発酵食品の

製造現場では，これまで発酵力の強いサッカロ

マイセス属が優良酵母として選抜されてきた。

そこで，強いアルコール耐性を持つ分離株 21

株について，サッカロマイセス選択培地生育能

及び簡易同定を行ったところ，5 株がサッカロ

マイセス属と推測された。次に，これらについ

て菌種同定を行い，系統群解析を行った結果を

図 3 に示す。対照菌株として，ワイン市販酵母

（EC1118™，ICV-OPALE™）と清酒酵母（きょ

うかい酵母®701）を用いたところ，ワイン酵母

の系統 3 株ならびに清酒酵母の系統 1 株の計 4

種の Saccharomyces cerevisiae を取得出来た。 

 系統解析結果については，さらなるデータの

積み重ねとクラスター分析を行っていく必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 一週間自然発酵後のポテトデキストロース寒天培地写真 

（右下は搾汁直後） 

 

 

図 3 ぶどうから分離した Saccharomyces cerevisiae

の酵母系統解析結果 

 

 

図 2 分離した野生酵母の顕微鏡写真 
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4 結  言 

 本研究を行った結果，以下の知見が得られた。 

1) ぶどうの栽培方法によって酵母数は異なる

が，ぶどうが成熟するにつれて酵母数は増加

する。 

2) 同じ園地でも，ぶどうの品種やぶどうの栽培

方法によって酵母数が異なる。 

3) ぶどう 10 品種から 216 株の酵母を分離，170

株の酵母について特性解析を行い，4 系統の

Saccharomyces cerevisiae の酵母を取得した。 
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